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編集後記

北海道の厳しい冬が徐々に和らぎ、春の兆しを見せ始める 3月ですが、道路にはまだ雪が残り
肌寒い日が続いています。年度末に向けて、残り３ヶ月あまりという時期に差し掛かり国際ロー
タリー第 2510地区の活動が一層活発になってきたと感じています。
各地からインターシティミーティングのお知らせが届き、各グループの交流と親睦を深める様
子からは、皆様の活発なロータリー活動への気持ちと行動が伝わってきます。
ガバナー月信が多様な活動の理解を深め、絆をさらに強くするきっかけとなれば幸いです。こ
れからも変わらぬ気持ちで、良い情報をご提供できるよう前進して参ります。

ガバナー月信委員会　中山　仁史

ガバナー事務局だより

　春の息吹がほんの少しだけ感じられる３月を迎えました。内地では早咲きの桜や梅の便りも
聞かれてきましたが、我が第２５１０地区ではまだまだ先の話しです。今月は高校入試、卒業
式と関連の皆様にとっては、多忙な日々を送っていると思います。
　今月は赤平 (第２グループ )、江別 ( 第３グルーブ )、札幌 ( 第４.５グループ )でのＩＭが予
定されております。どんな趣向を凝らしたＩＭが開催されるのかとても楽しみにしております。
また、３月２６日には函館五稜郭すずらん衛星クラブ認可祝賀会に出席してきます。ローター
アクトクラブと共に、ロータリークラブの新たなコンテンツとして衛星クラブ設立の動きが、
活発になってきました。
　高校生年代のインターアクトクラブの新規設立の動きも、地区青少年奉仕委員会を中心に活
発になってきています。まさにD.E.I。多様性の時代と言われ久しいですが、私たちも大いに
実践していかなければなりませんね。

地区代表幹事　斎藤　仁

表紙の解説

写真：© 中山  仁史 /K２.

船見坂

坂の街小樽と呼ばれるこの街で、最も有名な坂が「船見坂」です。
明治 37年に函館本線の全線開通と同時期に、大火災による焼失から町を守るための防火帯と
して誕生しました。坂を登ると、小樽港に停泊する船を一望でき、その景色は数多くのテレビ
ドラマや映画で取り上げられたことで、海外でも人気の写真スポットとなり、現在は多くの外
国人が訪れています。
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